
すくりーむプロジェクト

〜「お米」からつくるアイスクリームで、生産者と消費者の架け橋に。〜

１．みどり戦略との関係性

　米すくりーむプロジェクトは、みどりの食料システム戦略が掲げる「消費者と生産者の交流を通じ
た相互理解の促進」 に関連する取り組みだ 。私たちは、子どもの農業体験機会の減少 、および農
業従事者の減少・高齢化 が進む現状を課題と捉えている。これにより、多くの人にとって「農」は遠
い存在になりつつある。この課題に対し、朝市での米すくりーむ販売  や、体験型の米すくりーむ講
座内での米農家との直接対話 を実施した。これにより、消費者は農を「遠いもの」ではなく「食は農
によって支えられているもの」 として、より身近に捉え直す機会を得た 。同時に、生産者である米農
家にとっても、消費者の声や反応に触れることで、日々の営農に対する誇りを再認識する場となっ
ている 。このように、交流と体験を重ねるプロセス を通じて、生産者と消費者の距離は縮まり、相
互理解が深まる。この相互理解を促進する活動こそが、私たちの活動がみどり戦略と重なる核心
である 。

現状：米の生産量⤵ ▶ 米高騰化 ▶ 米離れ

みどり戦略の本文より

環境にやさしい持続可能な  

消費の拡大や食育の推進

課
題

　　農業の中にある

   ” 美味しさ + α “ の価値

お米の魅力と課題

①「農業」「食」に
　関心を持ってもらう
②農業理解者を
　増やす

若者にとって農業は”遠い存在”

”農業ってなんか良い”　そう感じてもらえる人を増やしたい

「お米」を素材にアイスを開発

農業が”遠い存在”に ▶ 食を通じて農業を身近に

①安ければいいという消費の風潮（グラフ１）
②農業従事者の高齢化（グラフ２）

主に小中学生を対象に講座の開催

グラフ１ グラフ２

ー米でないとダメ？米離れの問題点とはー

パンの種類・麺の
種類が豊富
ピザ・お好み焼きな
どファストフードと
いった、主食に変わ
る食の選択肢が増
えた

「食の多様化」

①食料自給率の低下
　米の食料自給率はほぼ100％
　 農林水産省より、国民全員が　  
一口多く米を食べると
　 食料自給率が1％上がる
　 という試算がある

②不安定な食料インフラを招く
　気候変動や感染症の流行などで

　 海外からの調達が厳しい
　 ▶消費者にとって食料を
　　 安定的に入手できないという
　　 リスクを伴う

③雇用の減少
　米の生産量⤵
　 ▶米に関わる種子屋、　　     　　 
米穀店、運送事業者、
        農業組合などの規模が           　　 
縮小

米は、日本の食料のインフラや雇用を守るために、最も需要な食材の一つ▶米は『国防』

ーそんなに米が大切なら輸入したら？日本が米輸入に依存できない理由ー

２．目的

↔一方で、「農業に興味がある」人は多い （図３）

こうした状況を踏まえ、私たちの取組の目的

は、農業を通じてでしか得ることのできない “お
いしさ以上の価値 ”を体験を通して届けること

で、農業をより身近な存在へと再発見してもら

う！ことに決定

“おいしさ以上”の価値って？？？
たとえば、、
幼い頃から農業が当たり前のように身近にあった私は、たけのこ掘りに行くと、自分で採っ
た小さなたけのこを、
その場で皮を剥き、生のまま食べる。
ちょっと苦いけれど、“自分で採った”それだけで、特別な味。
こんな、味だけでは評価のできない価値のこと！

⑤

④

　本取組では、朝市での米すくりーむ販売や、体験型の米すくりーむ講座、米農家との直接の

対話を通して、消費者が農を「遠いもの」ではなく「農は食を支えている」 と捉え直す機会をつ

くった。同時に、生産者にとっても、消費者の声や反応に触れることで、日々の営農の価値を

再確認できる場となった。

　こうした双方向の関わりによって、生産者と消費者をつなぐ “架け橋”としての役割を果たし

ながら、農業をより身近で、生活に根ざしたものとして感じられる環境づくりを目指している。

③食生活の変化による、米の消費量の減少

米の年間の1人あたりの消費量：

ピークの半分以下→ 昭和37年度：118kg → 令和3年度：51.5kg（図４）

食生活の変化により、お米に触れる・食べる機会が減少 し、米離れが進んでいる。

④令和の米騒動

　近年の米価格下落や需給の混乱は、生産者の想いや背景、米の適正価格などの、米の価

値が十分に消費者へ伝わっていない現状 を浮き彫りにした。 お米の価値を支える生産の裏

側が見えにくいままでは、「安ければよい」という消費行動が強まり、農業の持続性が危機にさ

らされる。単に米の価格が高くなっただけではなく、なぜ、そうなったのか、その背景には何

があるのか、それらを今こそ考える・知るチャンス である。

①米は日本の食文化の中心

　米は日本の食文化の中心であり、日常に最も溶け込んでいる農産物。日本人の生活に身近

な米を軸にすることで、農業を

「遠いもの」ではなく「農業が食、生活を支えていること」 を実感する機会を自然に作ることがで

きる。

②食料安全保障と自給率の向上への貢献

　米は国内で自給可能な穀物 であり（米の自給率はほぼ100%）、生産・流通・消費のサイク

ルが国内で完結するため、国際情勢や為替変動に左右されにくい「安心・安全な食料」。農林

水産省によると、国民一人ひとりが

一口でも多く米を食べることが食料自給率を 1%押

し上げる試算があると示されており、消費行動が直

接的に課題解決に結びつく。

以上の背景から、

日本人に最も身近な “米”を、より親しみやすく、新しい形で届けるために 、お米を主原料とした

アイスクリーム「米すくりーむ」を開発した。

アイスクリームという誰にとっても身近な食品を入口にすることで、

・米の新たな可能性に気づくこと

・生産者の背景や想い に触れること

・農を“遠いもの”ではなく“食を支えているもの ”として感じること

　を自然に促すことができる。

岡山操山高校　㷔硝岩 千裕

基幹的農業従事者は、年々減少。

平均年齢は、2024年時点で69.2歳と、

年々高齢化（図２）。
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①農業体験経験のある子どもの割合が減少

②農業従事者の減少と高齢化

出典：J-Stage

図２ 基幹的農業従事者数と平均年齢

図３ 農業未経験者の農業に対するイメージ 出典：JA共済

図４ 米の消費量の推移（１人１年あたり）

年度

小中学校の農業体験学習の実施率は、
2009年度以降減少傾向にあり、
実施していない学校は、20%増加（図１）。

01

02

お米を主原料としたアイスクリーム「米すくりーむ」を開発した。

やわらかく、もちっとした食感とお米らしさにこだわり、

お米の新たな可能性を体験できる食品  として位置づけている。

地域の米を活用することで地産地消に繋げ、

“食べる”ことを入口に 生産者をより身近に感じられる商品  となるよう改良を重ねた。

 地産地消を目的とした「米すくりーむ」の開発

朝市での継続的な対話型販売

03

毎月朝市に出店し、一般消費者と直接コミュニケーションできる場を継続的に確保した。

商品説明にとどまらず、米農家の背景や農の価値を伝える

“ストーリーのある対話型販売 ” を行っている。

試食や会話を通して「生産者を身近に感じた」 という声も増え、

リピーターの増加や、生産者との新たな関係形成にもつながっている。

お米の魅力や課題を、クイズやゲームを通じて楽しく学べる体験講座を実施した。

 「こんなお米は嫌だゲーム」「畑になりきるワーク」など、身体を使う活動により、

 参加者が“食が農の一部 ”として感じられる よう工夫した。

また、米農家を招き、

 生産者の想いや米づくりの背景を直接伝える場を設けた。

 参加者の疑問にその場で答えてもらいながら、

 生産者と消費者が互いを理解し合う交流  が自然に生まれた。

米すくりーむづくりを一緒に行い、作業・学び・味わいを分かち合うプロセスを通じて、

 自然と生産者と消費者の心の距離が縮まる体験プログラムとなった。

３．取組内容

親子を対象に体験型の米すくりーむ講座を開催

本取組では、
①米すくりーむ開発、②朝市での対話的販売、③体験型講座、④収穫体験プログラム の
４つの活動を通して、“農が食を支えている”ことを知る機会づくりに取り組んだ。

写真１　米すくりーむ開発の様子

写真２　出店販売の様子

11月 地産地消マルシェ

さいだいじ日曜朝市

秋野菜ver

おにぎり型

米すくりーむを作る
子どもたち

米粒に感想を記入

クイズ・紙芝居

冬野菜収穫 →  米すくりーむづくり という流れを通して、

 “知識”ではなく “体験”として農を身近に感じれられる 内容に設計した。

冬野菜収穫体験  × 米すくりーむ講座（新規取組）04
写真３　米すくりーむ講座の様子

1. 講座参加者満足度

「参加者全員が『楽しめた』と回答した（図５）。」

『小さい子でも簡単に作れるレシピ でいいと思った！』『お米からアイスクリー

ムが作れることが驚き だった！工夫によってはいろんな味で楽しめる ところ

がいいなと思った！』『たくさんの工夫をして、お米の素晴らしさを届けようとし

てる姿に終始感動 していました。みんなでお米の絵を作るところとか特に◎』と

いった声が寄せられた。

2. 農業・地域農産物への関心の変化

講座の参加を通して、参加者全員が『生産者や地域の農産物への関心

が高まった』と回答した（図６）。

講座後3か月経過時点でも、80%以上の参加者が関心を継続している

と回答（図７）。

3. 家庭での米すくりーむづくり実践状況

参加者のうち約20%が実際に家庭で作った 、約80%が作ってみたい と回答し
た（図８）。『時間のある時に作って冷凍しておくことができ、 夏場の食欲がない
時や発熱時 に、おかゆは食べたくない子どもでも、 米すくりーむだと喜んで食
べてくれて 、とても助かりました 。もっと子どもが小さい時から知りたかった！
と思いました。』といった声が寄せられた。

4. 継続的参加意欲

80%以上の参加者が『また参加したい 』と回答し、地域農業イベントへ
の関心が高まった ことを示した（図９）。

４．結果

2025年8月、米すくりーむ講座を3回開催し、延べ90名が参加。
朝市での販売は４回行い、計200個を提供。
以下は、講座参加者を対象に、講座実施後3ヶ月経過した時点で実施したアンケートの結果である。（ｎ＝90）

図５ 講座の満足度

図９ 継続的参加意欲

図６ 農業・地域農産物への関心の変化 図７ ３ヶ月経過時点での関心

図８ 家庭での米すくりーむづくり実践状況

写真４ 家庭で米すくりーむを
　　　 食べる子どもたちの様子

５．考察

ー今回の取組を通して分かったことー

消費者と生産者の総合理解は

情報だけではなく、体験と対話を通してこそ深まる

米すくりーむづくりや米農家との交流の場

▶消費者と生産者の距離 が確かに近づいた

▶参加者の表情や言葉から

　「農が食を支えているんだ」 という実感が生まれていた

このような

“生産者と消費者の相互理解が深まる ” 活動は

みどりの食料システム戦略が掲げる
「消費者と生産者の交流を通じた相互関係の促進 」

とも一致している

ー活動を通して気づいた課題点ー

・単発のイベントでは、

　農への関心が長期的に続きにくい可能性があること

・生産者との協力体制を継続する仕組みが必要なこと

・米すくりーむの品質向上 に、取り組む余地がまだあること

・講座参加者だけでなく、より多くの消費者 と生産者の

　相互理解を促進できる可能性があること

これらを踏まえ、今後は、

・収穫体験を含む継続プログラムの確立

・生産者・消費者・学生がつながる地域連携の拡大

・米すくりーむの改良と規格外農産物の活用拡大

　に取り組み、活動をさらに深めていきたい。

私たちが描く未来は、

“農が特別なものではなく、日常の中にある ”世界である。

家庭で、自分で採ったり、地域で採れたりした、新鮮で旬な野菜や果物を、

当たり前のように、食卓に並べられる ような暮らし。

消費者と生産者の相互理解が深まり 、

地域の食と農が持続可能な形で次の世代へと受け継がれていくことを願っている 。

5. 朝市での販売実績・影響

出店を重ねるごとにリピーターが増加傾向にあり、
「地元の食材を活かしたトッピングがあったら面白い！ 」「国産のものを応援する ため、これからも購入します」といった声も寄せられた。
このように、米すくりーむの出店販売は、生産者と消費者の距離が自然に縮まる場 となっている。

これらの結果から、本取組は「農業を身近にする」「消費者と生産者の距離を縮める」 という
目的の達成に寄与していることが明らかとなった。

図１ 農業体験学習の実施率

何故、「米」を軸にアプローチするのか？

多くの若者にとって
“農”が遠い存在に

 多くの若者は農に背を向けているのではなく 、

「触れるきっかけ」 が減少している。
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